
令和３年（１月～１２月）における救急概況 
※  本統計中の全ての表・図における合計値は、端数処理の関係で１００％とならない場合があります。 

 

1 救急出場状況 

  令和３年中の救急出場件数は１５,３５８件で、前年と比べると２２３件増加

している。これは、１日平均４２件（３４分に１件）の割合で救急車が出場して

いることになる。 

搬送人員は１３,８２２人で、前年と比べると４０人減少している。（第１図） 

 

 

（件・人）          第１図 救急出場状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 月別出場件数 

救急出場件数を月別でみると、８月が１,４７４件で最も多く、次いで１２月

が１,４１１件、７月が１,３７９件の順となっている。（第２図） 

  

（件）             第２図 月別出場件数 
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３ 事故別出場状況 

救急出場件数を事故種別ごとにみると、急病が１０ ,０５７件、一般負傷が 

２,５９７件、交通事故が１,１８９件の順となり、これら３種別で全体の９０％

を占めている。（第３図） 

 

第３図 事故別出場状況 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 年齢区分別搬送状況 

搬送人員を年齢区分別にみると、高齢者が８,６３９人で全体の６２.５％を占

めており、成人が４,１１３人、乳幼児が６４９人、少年が４１５人、新生児が６

人の順となっている。（第４図）（注１） 

 

第４図 年齢区分別搬送状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１） 

新生児：生後 28日以下 

乳幼児：生後 29日以上 6歳以下 

少 年：7歳以上 17歳以下 

成 人：18歳以上 64歳以下 

高齢者：65歳以上 

※ その他の件数は、転院搬送、労働災害、

自損行為、加害等の合計１,５１５件

である。 

成人

４,１１３人

２９.８%

高齢者

８,６３９人

６２.５%

乳幼児

６４９人

４.７%

少年

４１５人

３.０%

新生児

６人

０.０４%

搬送人員 

１３,８２２人 

一般負傷

２,５９７件

１６.９％

急病

１０,０５７件

６５.５%

その他

１,５１５件

９.９%
交通事故

１,１８９件

７.７%

 
救急出場件数 

１５,３５８件 



死亡
２２６人
１.６%

重症
１１９人
０.９%

軽症
９,０８４人
６５.７%

中等症
４,３９３人
３１.８％

５ 診療科目及び管内外別搬送状況 

  搬送人員を診療科目別にみると、内科が３,９２４人、脳神経外科が２,３８１

人、整形外科が２,３０１人の順となっている。 

搬送先医療機関については、全体の７２％を市内へ、２８％を市外へ搬送して

いる。（第１表） 

 

第１表 診療科目及び管内外別搬送人員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 傷病程度別搬送人員状況 

  搬送人員の内訳を傷病程度別にみると、軽症が９,０８４人（６５.７％）、中等症が４,３９

３人（３１.８％）、重症が１１９人（０.９％）などとなっている。（第５図）（注２） 

 

第５図 傷病程度別搬送人員状況 

 

 

  

 

 

 

  

  

 

  

  

 

 

 

 八尾市内 八尾市外 合計(人) 

内  科 ２,９９２ ９３２ ３,９２４ 

循環器科 ７０９ ２９９ １,００８ 

呼吸器科 ８８４ ５１２ １,３９６ 

小 児 科 ２０１ ３０７ ５０８ 

外  科 ２９１ １５１ ４４２ 

整形外科 １,８６３ ４３８ ２,３０１ 

脳神経外科 １,６９１ ６９０ ２,３８１ 

産婦人科 ３７ ９６ １３３ 

泌尿器科 １６８ ６４ ２３２ 

神経内科 ９８６ ２２２ １,２０８ 

そ の 他 １４３ １４６ ２８９ 

合  計 ９,９６５ ３,８５７ １３,８２２ 

（注２） 

死   亡：初診時に死亡が確認されたもの 

重   症：傷病の程度が３週間以上の入院 

 加療を必要とするもの 

中 等 症：傷病の程度が重症または軽症以 

 外のもの 

軽   症：傷病の程度が入院加療を要しな 

 いもの 

搬送人員 

１３,８２２人 

 

※ 上記表中の「その他」とは、上記診療科目以外の全てのものをいう。 



７ 応急手当の普及啓発活動  

  救急車の要請から現場に到着するまでの時間は約８分である。 

  救急車が現場に到着するまでの間、救急現場近くの住民等による応急手当が適切に実施され

れば、大きな救命効果が得られる。 

消防本部では心肺蘇生法の普及啓発活動を積極的に推進している。（第２表） 

 

第２表 令和３年中普及啓発活動状況 

区分 

講習会名 

開催回数 

（回） 

受講人数 

（人） 
講習内容 

普通救命講習Ⅰ １３ ２６４ 心肺蘇生法・ＡＥＤ・止血法の３時間講習 

普通救命講習Ⅱ ０ ０ 
普通救命講習Ⅰの内容に実技試験及び筆記試験を加えた

４時間講習 

普通救命講習Ⅲ ２ ２８ 
心肺蘇生法（主に小児・乳児・新生児）・ＡＥＤ・止血

法の３時間講習 

上級救命講習 １ １２ 

普通救命講習の内容に加え小児・乳児の心肺蘇生法、外

傷の手当法の訓練を実施した後、実技試験及び筆記試験

を行う８時間講習 

応急手当訓練 ２６ ５６９ ３時間に満たない心肺蘇生法・ＡＥＤ・止血法の講習 

計 ４２ ８７３  

   

〈参考〉 

消防本部では、ご自宅や仕事場でも応急手当を学んで頂けるよう、動画「ＷＥＢ自主防災（心肺蘇生

法とＡＥＤの使用方法）」を作成し、YouTube八尾市公式チャンネルで公開しています。 

 

 

【動画イメージ】              【動画ＱＲコード】 

       
 

 

 

 


